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2016/10/6（社）東松島みらいとし機構

漁業は東松島市の主力産業

＜課題＞

・成果が分からない

定置網漁の場合、漁に出て網を

上げて結果がわかる。

・収入が不安定

天候等に左右され、燃料費/人件費が事前に予測できない。

→洋上での危険な作業と相まって、漁業の担い手が不足気味。

・漁師の経験が成否を左右する

・水産資源の減少

世界的な乱獲等で、水産資源管理の重要性が増している

実証事業の背景・課題認識



2016/10/6（社）東松島みらいとし機構

現場従事者ならでは の知見の存在

◆定置網漁師さんの声

「漁」は博打と一緒
シケの次の日は

魚が獲れる

水の色を見れば

何の魚がいそうか分かる



2016/10/6（社）東松島みらいとし機構

現場知見を「見える化」できないか？

◆IoTとビッグデータ活用で実現できるかもしれない

「漁」は博打と一緒

⇒カメラで網の中が

確認できれば・・・

シケの次の日は魚が獲れる

⇒漁獲量と気象や潮流は

関係がありそう・・・

水の色を見れば

何の魚がいそうか分かる

⇒海水の塩分濃度や濁度

も関係がありそう・・・

漁師の経験をデータ化

漁師も知らなかった

何かが見つかるかも？！
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実施地域 宮城県東松島市浜市沖

事業概要 定置網漁において海洋ビッグデータを活用

した、新しい効率的漁業モデルの実証
①漁獲モデル
データに裏付けされた効率的な出漁と、
漁獲方法の実現
②小売モデル
小規模飲食店が漁業者に直接、先行予約する新しい海産物産地
直送モデルの構築に向けた課題抽出

（社）東松島みらいとし機構 2016/10/6

実証事業の概要（１）



2016/10/6（社）東松島みらいとし機構

実証事業の概要（２）

◆実現したいことその１【漁獲モデル】

・ビッグデータ解析により漁師の経験、勘に頼っていた部分を

データに裏付けられたスマートな漁業に変革

＜IoT入力データ＞

気象データ × 潮流データ × 画像データ（水中）× 漁獲データ

＜期待される出力データ＞

出漁計画

魚種・漁獲量予測

漁場

網の投入方法



◆実現したいことその２【小売モデル】

・海の中で網にかかっている状態を自分たちの生簀とみなした

海の中からの産地直送販売の実現

（当年度は課題の整理を実施）

＜IoT入力データ＞

前項に同じ

＜期待される出力データ＞

画像データ（水中）

魚種予測

漁獲量予測

（社）東松島みらいとし機構 2016/10/6

実証事業の概要（３）



2016/10/6（社）東松島みらいとし機構

◆実施マイルストーン

全体統括：東松島みらいとし機構

(1)実験系統括 ：KDDI総合研究所

(2)解析系統括 ：早稲田大学

(3)ビジネスモデル系統括：KDDI総合研究所

実証事業の進捗状況（１）

※東北総合通信局フェイスブックページより

キックオフ会合(7/29)



2016/5/27（社）東松島みらいとし機構

◆実験系～概念図～

実証事業の進捗状況（２）



2016/10/6（社）東松島みらいとし機構

実証事業の進捗状況（３）

◆２種類のスマートブイ完成



2016/5/27（社）東松島みらいとし機構

◆データの流れ

実証事業の進捗状況（４）



2016/10/6（社）東松島みらいとし機構

実証事業の進捗状況（５）

◆解析系

・オープンデータの収集

気象庁、みやぎ水産NAVI、

鮭の母川回帰に関する調査報告

◆ビジネスモデル系

・有識者インタビューを実施

東北大学片山教授 大友水産大友漁労長
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抱えている課題

◆実測は始まったばかり

 スマートブイの省電力化

 スマートブイの安定した計測

 実測点が十分でない

 データ取得期間は実質２～３か月

 カメラの性能向上

 さらなるカメラの有効活用



2016/10/6（社）東松島みらいとし機構

今後の展望

◆鮭漁に絞って

漁師の経験をデータ化

 鮭漁はこれから最盛期

 明日は今日の漁獲量より

多いor少ないの２値で予想

◆漁協や魚市場との関係を

壊さないビジネスモデル検討

 メリット・デメリットの再確認

 産地直送モデルの課題整理

日本のIoTスマート漁業

の夜明けに！


